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「高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査」結果（概要版） 

 

１．調査の目的 

 

本格的な高齢社会を迎え、高齢者が可能な限り住み慣れた地域社会で生活し、

社会とのかかわりを持ち続けていくためには、その基盤となる住宅及び生活環境

を高齢者の暮らしやすいものとすることが重要である。 

そのためには、住宅を高齢者の身体機能の低下や高齢期の多様な居住形態に対

応した構造、設備とするとともに、住み慣れた地域において、高齢者が必要とす

る様々な社会機能や安心して不自由なく外出、買物などができる環境の整備が必

要である。 

このような観点から、本調査においては、高齢者の住宅と生活環境に関する意

識等を把握し、今後の高齢社会対策の推進に資することを目的としている。 

 

２．調査対象者、調査方法等 

 

（１）調査対象者 

全国の 60 歳以上の男女 

 

（２）調査方法 

調査員による面接聴取法 

 

（３）調査事項 

     ア 調査対象者の基本属性に関する事項 

     イ 基本的生活に関する事項 

     ウ 住宅・生活環境に関する事項 

     エ その他に関する事項 

      

（４）調査実施期間 

平成 22 年 11 月４日～平成 22 年 11 月 14 日 

 

（５）標本抽出法 

層化２段無作為抽出法 
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（６）標本数及び有効回収数 

   ア 標本数        ３，０００人 

   イ 有効回収数(率)    ２，０６２人 （６８．７％） 

   ウ 調査不能数(率)      ９３８人 （３１．３％） 

   エ 不能内訳          転  居   ４８（ １．６％） 

           長期不在   ９８（ ３．３％） 

                   一時不在  ２２８（ ７．６％） 

 住所不明   １５（ ０．５％） 

                   拒  否  ４５１（１５．０％） 

 そ の 他    ９８（ ３．３％） 

 

（７）調査委託機関 

社団法人 新情報センター 

 

３．調査の協力者 

 

   この調査は、内閣府政策統括官(共生社会政策担当)付高齢社会対策担当が実施し

た。また、実施に際しては次の学識経験者の協力を得た。 

 

   狩野   徹（岩手県立大学社会福祉学部教授） 

   鈴木   晃（国立保健医療科学院健康住宅室長） 

   田中  直人（摂南大学理工学部教授） 

   中村  文彦（横浜国立大学大学院教授） 

   蓑輪  裕子（聖徳大学短期大学部准教授） 

 

４．調査対象者の基本属性 

 

性別･年齢階級別構成（Ｆ１・２） 

 
性  別 年  齢  階  級  別 

総 数 男 女 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

平成２２年 
2,062 

100.0 

979 

47.5 

1，083

52.5

574

27.8

500

24.2

457 

22.2 

322 

15．6 

147

7.1

62

3.0

平成１７年 
1,886 

100.0 

845 

44.8 

1，041

55.2

482

25.6

433

23.0

417 

22.1 

292 

15．5 

167

8.9

95

5.0

平成１３年 
2,226 

100.0 

1,017 

45.7 

1，209

54.3

535

24.0

670

30.1

523 

23.5 

322 

14.5 

124

5.6

52

2.3
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５．調査結果 

 

（１）基本的生活 

 
○現在、どの程度生きがい（喜びや楽しみ）を感じているかについてみると、 
「十分感じている」と「多少感じている」を合わせた「感じている（計）」は 85.8％
となっている。一方、「まったく感じていない」と「あまり感じていない」を合

わせた「感じていない（計）」は 12.9％となっている。家族形態別にみると、「感
じている（計）」は夫婦二人世帯が最も高い（90.1％）が、単身世帯では「感じ
ていない（計）」が２割を超えている。 

 
Ｑ１「あなたは、現在、どの程度生きがい（喜びや楽しみ）を感じていますか。

この中から１つだけお答えください。」 

 

 
（家族形態別） 

 
  

十分感じている 多少感じている あまり感じ
ていない

まったく
感じてい
ない

わから
ない

感じて
いる
（計）

感じて
いない
（計）

(該当者数)

総 数 (2,062人) 85.8 12.948.4 37.4 10.7 
2.1 
1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分感じている 多少感じている あまり
感じて
いない

まったく
感じてい
ない

感じて
いる
（計）

感じて
いない
（計）

(該当者数)

総 数 (2,062人) 85.8 12.9

〔家族形態別〕

単 身 世 帯 (  237人) 75.1 22.4

夫婦 二人世帯 (  739人) 90.1 9.1

本人と子の世帯 (  548人) 83.9 14.2

本人と子と孫の
世 帯

(  209人) 88.0 11.0

そ の 他 (  329人) 85.7 13.4

わ
か
ら
な
い

48.4 

38.8 

55.5 

44.2 

48.3 

46.5 

37.4 

36.3 

34.6 

39.8 

39.7 

39.2 

10.7 

14.3 

8.1 

12.8 

9.1 

11.6 

2.1 

8.0 

0.9 

1.5 

1.9 

1.8 

1.3 

2.5 

0.8 

1.8 

1.0 

0.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)



4 
 

○ふだんの近所の人とのつきあいの程度についてみると、「親しくつきあってい

る」が 51.0％で半数を超え、「あいさつをする程度」は 43.9％となっている。「つ
きあいはほとんどない」は 5.1％にとどまっているが、家族形態別にみると、単
身世帯では「つきあいはほとんどない」が１割を超えている。 

 
Ｑ２「あなたは、ふだん、近所の人とどの程度のつきあいをしていますか。こ

の中から１つだけお答えください。」 

 

（家族形態別） 

 
  

親しくつきあっている あいさつをする
程度

つきあいは
ほとんどない

わから
ない

(該当者数)

総 数 (2,062人) 51.0 43.9 5.1 -

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親しくつきあっている あいさつをする程度 つきあい
はほとん
どない

わから
ない

(該当者数)

総 数 (2,062人)

〔家族形態別〕

単 身 世 帯 (  237人)

夫婦二人世帯 (  739人)

本人と子の世帯 (  548人)

本人と子と孫の
世 帯

(  209人)

そ の 他 (  329人)

51.0 

51.9 

50.3 

45.6 

57.4 

56.5 

43.9 

37.6 

44.5 

50.2 

38.8 

40.1 

5.1 

10.5 

5.1 

4.2 

3.8 

3.3 

-

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)
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〔家
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そ
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が 65.4％に
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家族形態別）
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毎

10 20

5 
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族形態別に

半を占めて

、人（同居

ださい。 

毎日

92

65.4 

95

9

96

96

30 40

の頻度につ

みると、単

ているのに

居の家族を

２日～
３日に
１回

.9 

.5 

7.8 

6.7 

6.0 

50 60

ついてみる

単身世帯を除

対し、単身

含む）と話

１週間
に１回

１週間
未満・
どしな

21.9 5

70 80 9

と、「毎日

除く世帯で

身世帯では

話をします

間に１回
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ない

わ
か
ら
な
い

4.1 

2.6 

0.5 

1.4 

2.1 

1.8 

5.9 

1.2 

1.5 

1.0 

1.2 

1.0 

5.1 

0.7 

-

1.0 

0.6 

0.2 

1.7 

-

0.2 

-

-

90 100
(%)

」が

で「毎

は「毎

すか。
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○頼れる人の有無についてみると、「同居の家族（親・子等）」が 78.0％で最も
高く、次いで、「別居の家族（親・子等）」が 42.8％、「近所の人」が 12.1％、「友
人」が 11.5％の順となっている。家族形態別にみると、単身世帯では、「別居の
家族（親・子等）」で 65.0％に達し、「いない」も他の家族形態に比べて高くな
っている。 

 
Ｑ７「あなたは、病気のときや、一人ではできない家の周りの仕事の手伝いな

どについて頼れる人はいますか。あてはまるものをすべてお答えください。」（複

数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（家族形態別） 

同居の家族（親・子
等）

別居の家族（親・子
等）

近所の人

友人

その他

いない

わからない

78.0

42.8

12.1

11.5

4.6

2.7

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 (%)

平成22年
総数(N=2,062)

Ｑ７　（頼れる人の存在の有無）

同居の家族（親・子
等）

別居の家族（親・子
等）

近所の人

友人

その他

いない

わからない

78.0

42.8

12.1

11.5

4.6

2.7

0.5

-

65.0 

19.4 

17.7 

13.5 

11.8 

1.3 

79.4 

52.9 

12.2 

10.0 

4.2 

2.2 

0.7 

95.4 

30.1 

7.8 

9.3 

2.9 

1.5 

0.2 

96.7 

33.0 

11.5 

10.0 

1.4 

1.0 

0.5 

90.0 

31.3 

14.3 

14.9 

3.6 

0.6 

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

平成22年 総数(N=2,062)

単身世帯 (N=237)

夫婦二人世帯 (N=739)

本人と子の世帯 (N=548)

本人と子と孫の世帯 (N=209)

その他 (N=329) 
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○支えられるべき高齢者の年齢についてみると、「80歳以上」と回答した者の割
合が 28.1％で最も多く、次いで「75歳以上」の 24.7％となっている。男女別に
みると、男性は「70歳以上」と「75歳以上」の合計が半数以上であるのに対し、
女性は「75歳以上」と「80歳以上」の合計が半数以上となるなど、女性の方が
男性より高い年齢を答えている。 

 
Ｑ８「あなたは、一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思いますか。」 

 

 

 
（男女別） 

 

  

６０歳
以上

６５歳
以上

７０歳
以上

７５歳
以上

８０歳
以上

８５歳
以上

これ以外
の年齢

わから
ない

(該当者数)

総 数 (2,062人)

（注）「これ以外の年齢」は、選択肢にはあるが回答者（割合）が０（０％）

年齢では
判断でき
ない

1.4
4.4 21.8 24.7 28.1

6.1 -

12.1 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳
以上

６５歳
以上

７０歳
以上

７５歳
以上

８０歳
以上

８５歳
以上

これ以
外の年
齢

年齢で
は判断
できな
い

わから
ない

(該当者数)

総 数 (2,062人)

〔 Ｆ １ 性 別 〕

男 性 (  979人)

女 性 (1,083人)

（注）「これ以外の年齢」は、選択肢にはあるが、回答者（割合）が０（０％）

1.4

1.8

1.0

4.4

5.8

3.0

21.8

25.6

18.4

24.7

25.7

23.8

28.1

23.7

32.0

6.1

5.0

7.0

-

-

-

12.1

11.2

12.8

1.5

1.0

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

（２

 
○住

みる

高い

 
Ｑ11

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（家

 

 

本人

）住宅の状

住宅の種類は

と、単身世

い割合となっ

1「あなたの

家族形態別）

総数

単身世帯

夫婦二人世帯

本人と子の世帯

人と子と孫の世帯

その他

【

状況 

は「持ち家

世帯では「

っている。

のお住まい

 

総数

数 (2,062人)

帯 (237人)

帯 (739人)

帯 (548人)

帯 (209人)

他 （329人)

0%

持

持ち家

家族形態別】

家」と回答し

「借家」の割

 

いは、この中

 

67

10% 20% 30%

持ち家（民間から

（ＵＲ(旧公団)・

8 

した者が 8
割合が 31.

中ではどれ

95.1

97.1

88.5

86.3

7.1

87.2

0

% 40% 50% 60%

ら購入・注文住宅

・公社などから購

都道府県・市区
村の公営賃貸住

民間の賃貸住宅

88.6％と９
.6％と他の

れにあたりま

0

1.5

1.5

.8

1.1

5

6.8

17.3

6.6

8.9

% 70% 80% 90

宅）

購入）

区町
住宅

割近いが、

の家族形態に

ますか。」 

0.3

0.5

2.7

1.9

5.8

8

6

0.3

-

2.0

3.8

9

3.0

0.3

-

1.8

1.6

4.2

1.6

0.3

-

0.4

-

1.3

0.3

0.9

0.5

-

-

0.4

0.2
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その他
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○住宅の広さについてみると、「30坪超 40坪以下」が 22.4％で最も多い。都市
規模別にみると、都市規模が大きくなるほど住宅が狭くなる傾向がみられ、20
坪以下は町村では 6.0％に過ぎないが、大都市では約３割に達している。 

 
Ｑ14「あなたのお住まいの広さは、だいたいどのくらいですか。」 

 

 
（都市規模別） 

 
 
 
 
  

総数

平成22年 (2,062人)

平成17年 (1,886人)

平成13年 (2,226人) 4.0

4.3

3.4

12.9

14.4

14.4

20.7

24.6

19.7

21.5

21.9

22.4

19.4

13.0

17.5

18.5

17.3

19.0

3.0

4.5

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10坪以下

10坪超
20坪以下

無回答

20坪超
30坪以下

30坪超
40坪以下

40坪超
50坪以下 50坪超

わから
ない

総数

総数 (2,062人)

大都市 (  472人)

中都市 (  867人)

小都市 (  522人)

町村 (  201人) 4.0

1.1

3.7

5.3

3.4

2.0

9.6

15.0

23.7

14.4

19.9

14.0

23.2

19.5

19.7

18.9

22.6

23.3

22.0

22.4

25.4

22.4

15.6

12.1

17.5

26.4

26.4

16.3

12.5

19.0

3.5

3.8

3.0

4.9

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10坪以下

10坪超
20坪以下

20坪超
30坪以下

30坪超
40坪以下

40坪超
50坪以下 50坪超

わから
ない

【都市規模別】
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（３）災害に備えてとっている対策 

 
○地震等の災害に備えてとっている対策についてみると、「特に何もしていない」

と回答した者の割合が過去の調査と比較すると減少しているが、家族形態別に

みると、単身世帯で「特に何もしていない」者が半数以上と高くなっている。

さらに、健康状態別にみると、健康状態が良くない人ほど「特に何もしていな

い」の割合が高くなっており、「あまり良くない」人や「良くない」人では５割

前後に達している。 

 
Ｑ17「お宅では、地震などの災害に備えて、どのような対策をとっていますか。
あてはまるものをすべてあげてください。」（複数回答） 

 

近くの学校や公園など、避難する場所を決め
ている

非常食や避難用品などの準備をしている

家族・親族との連絡方法などを決めている
（*1）

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止して
いる

地域の防災訓練などに参加している

自分が住む地域に関する地震や火災、風水害
などに対する危険性についての情報を入手し
ている（ハザードマップ、防災マップなど）

住宅の性能（地震や火災、風水害などに対す
る強度や耐久性）を専門家に見てもらってい
る

家族・親族以外で頼れる人との連絡方法など
を決めている

その他

特に何もしていない

わからない（*2）

（注）※は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの
（*1）平成13年は「家族との連絡方法などを決めている」
（*2）平成13、17年は「無回答」

33.3

28.6

20.8

20.4

15.9

15.6

7.3

7.1

2.5

38.4

0.5

33.2

28.6

21.0

17.0

11.1

9.0

5.6

7.2

2.5

42.6

0.1

20.6

21.7

13.3

9.7

8.3

1.8

56.8

0.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

平成22年
総数(N=2,062)

平成17年
総数(N=1,886)

平成13年
総数(N=2,226)

※

※

※
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（家族形態別） 

 
 
  

近くの学校や公園など、避難する場所を決め
ている

非常食や避難用品などの準備をしている

家族・親族との連絡方法などを決めている

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止して
いる

地域の防災訓練などに参加している

自分が住む地域に関する地震や火災、風水害
などに対する危険性についての情報を入手し
ている（ハザードマップ、防災マップなど）

住宅の性能（地震や火災、風水害などに対す
る強度や耐久性）を専門家に見てもらってい
る

家族・親族以外で頼れる人との連絡方法など
を決めている

その他

特に何もしていない

わからない

33.3

28.6

20.8

20.4

15.9

15.6

7.3

7.1

2.5

38.4

0.5

27.0

24.1

20.7

16.5

8.9

12.7

5.1

10.5

3.4

51.5

0.4

36.5

31.7

21.1

21.8

16.5

16.2

7.4

7.3

2.3

34.9

-

34.1

28.3

23.7

21.0

14.1

15.3

6.8

7.3

2.6

38.9

0.4

32.1

28.7

17.7

21.1

21.5

14.8

8.6

3.8

3.3

34.4

-

30.1

25.5

17.0

18.8

19.1

17.3

8.5

6.1

1.8

38.3

2.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

総数(N=2,062)

単身世帯
総数(N=237) 

夫婦二人世帯
総数(N=739)

本人と子の世帯
総数(N=548) 

本人と子と孫の世帯
総数(N=209)

その他
総数(N=329)
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（健康状態別） 

 
 
 
  

近くの学校や公園など、避難する場所を決め
ている

非常食や避難用品などの準備をしている

家族・親族との連絡方法などを決めている

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止して
いる

地域の防災訓練などに参加している

自分が住む地域に関する地震や火災、風水害
などに対する危険性についての情報を入手し
ている（ハザードマップ、防災マップなど）

住宅の性能（地震や火災、風水害などに対す
る強度や耐久性）を専門家に見てもらってい
る

家族・親族以外で頼れる人との連絡方法など
を決めている

その他

特に何もしていない

わからない

33.3

28.6

20.8

20.4

15.9

15.6

7.3

7.1

2.5

38.4

0.5

39.1

31.4

22.7

23.8

20.1

20.2

11.2

8.1

1.5

33.9

0.1

34.0

29.6

20.8

21.4

15.8

15.0

6.3

6.6

3.4

34.8

0.8

30.8

28.0

20.1

18.9

13.3

14.4

3.9

5.8

3.2

39.4

0.6

24.6

23.2

16.7

15.7

11.9

8.2

5.1

7.8

3.1

49.5

0.3

20.0

20.0

20.0

8.6

5.7

7.1

2.9

5.7

1.4

52.9

4.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)

総数(N=2,062)

良い
総数(N=787)

まあ良い
総数(N=379) 

普通
総数(N=533)

あまり良くない
総数(N=293)

良くない
総数(N=70) 
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（４）虚弱化したときの居住形態 

 
○自分の身体が虚弱化したときに住まいをどのようにしたいと思うかについて

みると、「現在の住居に、とくに改造などはせずそのまま住み続けたい」が 37.1％
と最も高く、次いで、「現在の住居を改造し住みやすくする」が 26.7％、「介護
を受けられる特別養護老人ホームなどの施設に入居する」が 19.0％の順となっ
ている。家族形態別にみると、単身世帯では、「介護を受けられる特別養護老人

ホームなどの施設に入居する」が選択肢の中で２番目に高い割合となっている。 

 
Ｑ25「あなたは、もし、身体が虚弱化してきたら、お住まいをどのようにした
いと思いますか。あてはまるものをすべてあげてください。（複数回答） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

現在の住居に、とくに改造などはせずその
まま住み続けたい

現在の住宅を改造し住みやすくする

介護を受けられる特別養護老人ホームなど
の施設に入居する

介護を受けられる有料老人ホームなどの施
設に入居する

ケア付き住宅に入居する

子どもや親戚などの家に移って世話をして
もらう

その他

わからない

37.1

26.7

19.0

9.7

9.7

5.7

2.5

9.2

0 10 20 30 40 (%)

平成22年
総数(N=2,062)
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（家族形態別） 

 
 
 
  

現在の住居に、とくに改造などはせずその
まま住み続けたい

現在の住宅を改造し住みやすくする

介護を受けられる特別養護老人ホームなど
の施設に入居する

介護を受けられる有料老人ホームなどの施
設に入居する

ケア付き住宅に入居する

子どもや親戚などの家に移って世話をして
もらう

その他

わからない

37.1

26.7

19.0

9.7

9.7

5.7

2.5

9.2

34.2

10.5

22.8

13.1

11.0

13.1

3.4

10.5

33.3

27.5

21.8

10.4

12.0

5.5

2.6

9.1

38.9

29.7

16.8

8.8

7.7

4.9

2.4

9.7

47.8

25.4

12.9

5.7

5.3

-

2.4

10.0

38.3

32.5

17.6

10.0

9.4

5.5

1.8

7.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)

平成22年
総数(N=2,062)

単身世帯
(N=237)

夫婦二人世帯
(N=739) 

本人と子の世帯
(N=548) 

本人と子と孫の世帯
(N=209) 

その他
(N=329)
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徒歩

自分で運転する自動車

自転車

家族などの運転する自動車

電車

バス

タクシー

バイク、スクーター

車いす（*1）

電動三輪車

その他

わからない(*2)

（*1）平成７年は「車椅子･電動車椅子」
（*2）平成13、17年は「無回答」

(%)

58.7

50.7

32.9

20.8

19.7

4.4

0.4

0.2

1.1

57.7

30.2

16.8

18.8

4.8

0.8

0.5

1.4

60.4

26.5

13.8

21.7

5.1

0.6

2.1

0.3

10.3

0.1

23.4

8.9

23.9

-

38.9

6.6

21.1

0.2

33.5

0 10 20 30 40 50 60 70

平成22年 
総数(N=2,062)

平成17年 
総数(N=1,886)

平成13年
総数(N=2,226)

（５）外出の状況 

 
○外出に利用する手段についてみると、「徒歩」が 58.7％と最も高いが、「自分
で運転する自動車」と回答した者の割合が増加傾向にある。また、「自分で運転

する自動車」は都市規模が小さくなるほど割合が高くなる。 
 「自分で運転する自動車」と回答した者の今後の運転に関する意向について

みると、年齢や視力の低下などによる運転の支障等を理由に運転をやめようと

思っている者の割合が８割以上であるが、その一方で年齢や身体的な支障の有

無にかかわらず、車の運転を続けると回答した者の割合が 14.8％となっている。 

 
Ｑ35「あなたが外出する際、利用する手段は何ですか。あてはまるものをすべ
てあげてください。」（複数回答） 
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（都市規模別） 

 
  

徒歩

自分で運転する自動車

自転車

家族などの運転する自動車

電車

バス

タクシー

バイク、スクーター

車いす

電動三輪車

その他

わからない

58.7

50.7

32.9

23.4

20.8

19.7

10.3

4.4

0.4

0.2

1.1

0.1

72.2

40.7

36.0

16.7

40.5

39.4

14.4

2.8

0.2

0.2

0.6

0.2

59.7

49.0

36.1

23.9

20.4

19.7

11.3

4.6

0.7

0.1

1.0

0.1

48.1

58.0

28.2

29.3

8.4

7.1

6.5

6.3

0.2

0.4

1.7

-

50.2

62.2

24.4

21.9

8.0

6.0

6.0

2.5

0.5

0.5

0.5

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 (%)

平成22年
総数(N=2,062)

大都市
(N=472) 

中都市
(N=867)

小都市
(N=522)

町村
(N=201) 
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Ｑ35ＳＱ２「今後、車を運転することについて、あなたはどのようにお考えで
すか。あなたのお考えに最も近いものを、この中から１つだけお答えください。」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

総数

平成22年 (1045人)

平成17年 (733人)

（注）※は平成17年調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの

28.0

31.8

50.5

47.8 2.0

17.5

14.8

4.0

3.5

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

一定の年齢になっ
たら、車の運転を
やめようと思って
いる

年齢や身体的な支障の有無
にかかわらず、車の運転を
続けようと思っている

わからない
視力の低下などにより運転
に支障を感じたら、車の運
転をやめようと思っている

公共交通機関のサービスレ
ベルが上がれば、車の運転
をやめようと思っている※
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（６）地域の不便な点 

 
○地域の不便な点についてみると、「特にない」とする者が６割を占めているも

のの、「日常の買い物に不便」、「医院や病院への通院に不便」との日常生活に不

可欠な事柄に対する不便さを感じている者も多い。また、「日常の買い物に不便」、

「交通機関が高齢者には使いにくい、または整備されていない」、「医院や病院

への通院に不便」は都市規模が小さいほど割合が高くなる傾向にある。 

 
Ｑ36「あなたのお住まいの地域で、不便に思ったり、気になったりすることは
ありますか。あてはまるものをすべてあげてください。」（複数回答） 

 

 

  

日常の買い物に不便

医院や病院への通院に不便

交通機関が高齢者には使いにくい、
または整備されていない

散歩に適した公園や道路がない

近隣道路が整備されていない

図書館や集会施設などの公共施設が
不足

交通事故にあいそうで心配

集会施設、役所、商店など公共的建
物が高齢者に使いにくい

その他

特にない

わからない（*1）

（*1）平成13、17年は「無回答」

17.1

12.5

11.7

6.5

6.3

6.2

4.6

3.3

3.3

60.3

0.5

16.6

10.0

8.4

7.5

7.8

5.2

9.2

3.4

4.7

57.3

0.7

11.6

12.0

9.5

5.4

7.0

5.0

8.2

2.9

4.1

62.4

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

平成22年
総数(N=2,062)

平成17年
総数(N=1,886)

平成13年
総数(N=2,226)
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（都市規模別） 

 

 
  

日常の買い物に不便

医院や病院への通院に不便

交通機関が高齢者には使いにくい、
または整備されていない

散歩に適した公園や道路がない

近隣道路が整備されていない

図書館や集会施設などの公共施設が
不足

交通事故にあいそうで心配

集会施設、役所、商店など公共的建
物が高齢者に使いにくい

その他

特にない

わからない

17.1

12.5

11.7

6.5

6.3

6.2

4.6

3.3

3.3

60.3

0.5

14.2

8.1

9.3

5.5

4.0

4.7

4.4

3.0

4.9

62.9

0.4

17.2

12.2

11.3

8.2

6.2

7.5

5.5

3.6

3.7

58.6

0.5

18.4

16.3

13.2

5.0

8.2

5.0

3.6

3.4

1.9

60.0

0.6

20.4

14.4

15.4

5.5

7.0

7.5

3.5

3.0

2.0

62.2

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

総数(N=2,062)

大都市(N=472)

中都市(N=867)

小都市(N=522)

町村(N=201) 
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新聞

住宅のリフォーム

食品・健康食品

生命保険

布団・寝具

太陽光発電システム

電話やインターネッ
ト等の通信サービス

浄水器・活水器

健康機器

為替相場・商品相場
などの投資

化粧品類

貴金属・宝飾類

家電製品

和服

美術工芸品

その他

わからない

(%)

44.1

41.9

25.7

18.4

15.8

14.4

11.9

8.5

6.9

6.0

4.8

3.8

2.9

1.5

1.0

10.6

4.2

0 10 20 30 40 50

平成22年 
総数(N=814)

（７）消費生活について 

 
○過去１年間の訪問販売を受けた経験についてみると、約４割の者が訪問販売

を経験している。 
 また、訪問販売を受けた経験がある者のその内容についてみると、「新聞」と

「住宅のリフォーム」が圧倒的に多い。都市規模別にみると、「新聞」、「住宅の

リフォーム」、「生命保険」が大中都市で高い傾向がみられ、一方「食品・健康

食品」、「布団・寝具」、「健康機器」が小都市及び町村で高い傾向がみられる。 

 
Ｑ38「あなた又はあなたの配偶者（夫・妻）の方は、過去１年間で、訪問販売
を受けたことがありますか。」 

 

 

Ｑ38ＳＱ１「訪問販売を受けた商品やサービスは何ですか。あてはまるものを
すべてあげてください。」（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ほとん
ど毎日

週に１回
以上

月に１回
以上

年に数回 ない わから
ない

(該当者数)

総 数 (2,062人)

0.0 

1.6 

8.1 29.7 58.8 1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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（都市規模別） 

 
  

新聞

住宅のリフォーム

食品・健康食品

生命保険

布団・寝具

太陽光発電システム

電話やインターネッ
ト等の通信サービス

浄水器・活水器

健康機器

為替相場・商品相場
などの投資

化粧品類

貴金属・宝飾類

家電製品

和服

美術工芸品

その他

わからない

44.1

41.9

25.7

18.4

15.8

14.4

11.9

8.5

6.9

6.0

4.8

3.8

2.9

1.5

1.0

10.6

4.2

54.7

41.8

24.4

20.4

11.4

10.0

13.4

10.0

4.0

9.0

5.5

4.0

2.0

-

0.5

9.0

5.5

48.4

47.8

22.3

20.4

12.9

15.7

13.2

9.4

4.7

6.9

5.0

4.4

3.5

0.9

0.6

8.8

3.1

34.0

34.9

29.7

16.5

21.2

15.1

8.5

6.1

9.4

3.3

3.8

2.4

2.8

2.8

1.4

13.2

4.2

27.7

37.3

31.3

10.8

24.1

18.1

12.0

7.2

15.7

2.4

4.8

4.8

3.6

3.6

2.4

14.5

4.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

総数(N=814)

大都市
総数(N=201) 

中都市
総数(N=318)

小都市
総数(N=212)

町村
総数(N=83)
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○過去１年間の電話による勧誘販売を受けた経験についてみると、４人に３人

が電話による勧誘販売を経験している。 
 また、電話による勧誘販売を受けた経験がある人のその内容についてみると、

「健康食品」が最も多く、次いで「電話やインターネット等の通信サービス」、

「化粧品」、「為替相場や商品相場等の投資」、「株」、「墓、墓地」と続く。さら

に、都市規模別にみると、「為替相場や商品相場等の投資」、「墓、墓地」、「分譲

マンション」、「投資用マンション」が大都市で高い傾向がみられ、一方「健康

食品」が町村で高い傾向がみられる。加えて、男女別にみると、「為替相場や商

品相場等の投資」、「株」が男性で高い傾向がみられ、「健康食品」、「化粧品」、「痩

身・美顔などのエステサービス」が女性で高い傾向がみられる。 

 
Ｑ39「あなた又はあなたの配偶者（夫・妻）の方は、過去１年間で、商品やサ
ービスの購入を勧誘する電話（以下、「電話勧誘販売」という）を受けたことが

ありますか。」 

 
 
Ｑ39ＳＱ１「電話勧誘販売を受けた商品やサービスは何ですか。あてはまるも
のをすべてあげてください。」（複数回答） 

 

ほとんど
毎日

週に１回以上 月に１回以上 年に数回 ない わから
ない

(該当者数)

総 数 (2,062人) 2.2 14.2 28.8 30.2 23.0 1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康食品

電話やインターネット等の通
信サービス

化粧品

為替相場や商品相場等の投資

株

墓、墓地

分譲マンション

投資用マンション

痩身・美顔などのエステサー
ビス

浄水器、活水器

その他

わからない

39.0

35.5

29.1

27.3

26.0

24.4

18.5

13.8

8.7

6.6

20.5

4.1

0 10 20 30 40 50 (%)

平成22年
総数(N=1,555)
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（都市規模別） 

 

  

健康食品

電話やインターネット等の通
信サービス

化粧品
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墓、墓地
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○振り込め詐欺と思われる電話を受けた経験についてみると、経験がない者が

83.9％であり、経験のある者（「1 年以内にある」または「それ以前にある」と
回答した者）は 15.6％となっている。また、都市の規模が大きくなるほど経験
している割合が高い傾向にある。 

 
Ｑ40「あなたは、振り込め詐欺と思われる電話を受けたことがありますか。」（複
数回答） 

 

 
 
 
（都市規模別） 
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